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提出された議案と審査結果

平成26年度　補正予算の概要

一般会計　歳入歳出予算総額86億6,984万円

《特色ある事業・新規事業等》
①地域おこし協力隊の設置
　（観光推進隊員、物産推進隊員として、2名を地域外から募集）	…………………６，９０７千円
②空き家対策事業（「空き家等対策計画」を策定）………………………………………１７４千円
③美郷ふるさと産業文化祭（合併 10 周年記念事業として実施を予定）…………４，１７５千円
④ふるさと納税経費（ふるさと納税に対する返礼品送付・特産品のＰＲを図る）…２０８千円
⑤保育料軽減措置事業
　（長子の入所に関わらず、第 2子、第３子への軽減を適用）……………………２，６４０千円
⑥農産物生産振興費（ヒサカキを導入し、新たな品目での産地育成を図る）………２１７千円
⑦野生猿特別捕獲班活動支援事業補助金…………………………………………………５００千円
⑧高規格救急車購入（北郷支所に配備）……………………………………………２２，２０２千円
⑨防災行政（移動系）消防救急無線デジタル化事業……………………………５７６，６０７千円
⑩田代小学校屋内運動場屋根改修工事………………………………………………１０，８８７千円

■一般会計主な内容　
　国の地方創生関連「地域住民生活等緊急支援のための交付金」関係事業費
　～総事業費７千４９９万１千円～
　【財源内訳：国県交付金６千６２１万３千円 /一般財源８７７万８千円】
①商工会合同商品券事業補助金（30％プレミアム付商品券発行） ………………２４，２７５千円
②地域商品券事業補助金（町内宿泊施設利用者に対して交付）……………………２，７００千円
③総合戦略・人口ビジョン策定事業……………………………………………………２，６５８千円
④婚活支援事業（男性向けセミナー・婚活イベントの実施） ………………………３，０００千円
⑤救急救命業務導入事業（救急救命士6名配置 )  …………………………………３０，６６０千円
⑥出産奨励祝金事業（３０千円／１件） ……………………………………………………９００千円
⑦妊婦等健康診査事業 (妊婦・乳幼児の健康診査の無償化）………………………３，４９８千円
⑧子育て応援商品券事業補助金（０歳児～高校生に対し、１０千円 /１人の商品券を交付）……７，３００千円

　平成２６年度予算（骨格）と比較して２２．１％の増額、また平成２６年度６月補正後（肉
付け）予算との比較では、７．８％の増額となった。今年度は、庁舎建設設計や南郷温泉
太陽光発電施設整備、救急車購入、防災無線施設整備等の大型事業が重なったことや国の
地方創生事業に呼応する積極的予算となっている。

（第１回定例会 ３月４日～18日）
議案番号

諮 問 第 1 号

同意第１号～３号

承 認 第 1 号

議 案 第 1 号

議 案 第 2 号

議案第 3 号～ 10 号

議 案 第 11 号

議 案 第 12 号

議 案 第 13 号

議 案 第 14 号

議 案 第 15 号

議 案 第 16 号

議 案 第 17 号

議 案 第 18 号

議 案 第 19 号

議 案 第 20 号

議 案 第 21 号

議 案 第 22 号

議 案 第 23 号

議 案 第 24 号

議 案 第 25 号

議 案 第 26 号

議 案 第 27 号

議 案 第 28 号

議 案 第 29 号

議 案 第 30 号

議案第 31 号～ 38 号・48 号

議 案 第 39 号 ～ 46 号

議 案 第 47 号

請 願 第 1 号

発 議 第 1 号

会　計　別

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

国民健康保険病院事業会計（収益的収支）

〃 （資本的収支）

合　　計

27年度当初

86億6,984万円

12億8,505万円

10億4,535万円

3億704万円

1億2,497万円

2億2,640万円

3億2,634万円

6億3,148万円

5,552万円

126億7,194万円

26年度6月補正後

80億4,499万円

11億5,999万円

10億4,407万円

2億6,681万円

1億2861万円

2億2,527万円

3億3,437万円

5億8,489万円

4,658万円

118億3,553万円

比　較

6億2,485万円

1億2,506万円

128万円

4,023万円

△364万円

113万円

△803万円

4,659万円

894万円

8億3,641万円

増減率

7.8％

10.8％

0.1％

15.1％

△2.8％

0.5％

△2.4％

8.0％

19.2％

7.1％

議 案 名   

人権擁護委員候補者の推薦について

東臼杵郡公平委員会委員の選任について

美郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例の専決処分（専決第10号）の承認を求めることについて

町道路線の廃止について

町道路線の認定について

公の施設の指定管理者の指定について

美郷町、諸塚村及び椎葉村における消防救急無線及び防災行政無線（移動系）の構築及び運営に関する事務委託に関する規約について

共有地の管理及び処分に関する事務の委託に関する規約の変更について

八峡辺地総合整備計画の策定について

美郷町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例

教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専念する義務の特例に関する条例

美郷町行政手続条例の一部を改正する条例

美郷町税条例の一部を改正する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

美郷町公の施設条例の一部を改正する条例

美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例

美郷町営住宅条例の一部を改正する条例

美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例

美郷町地域包括支援センターが包括的支援事業を実施するための基準を定める条例

美郷町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

美郷町介護保険条例の一部を改正する条例

美郷町寝たきり老人等介護手当支給条例の一部を改正する条例

平成２６年度美郷町一般会計・特別会計補正予算

平成２７年度美郷町一般会計・特別会計予算

工事請負契約の変更について

「特定秘密の保護に関する法律の廃止を求める意見書」の提出を求める請願

合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書

審査結果

同　意（全員一致）

同　意（全員一致）

承　認（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（一部賛成多数）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（賛成多数）

可　決（全員一致）

可　決（賛成多数）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

可　決（一部賛成多数）

可　決（全員一致）

可　決（全員一致）

不採択（賛成少数）

可　決（全員一致）

議案の表決結果（上記結果のうち賛成多数の議案です）　　●反対

議案第 8号　公の施設の指定管理者の指定について（南郷温泉施設）

議案第 9号　公の施設の指定管理者の指定について
　　　　　 　（美郷町南郷山草森林交流施設）

議案第16号　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第18号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例

議案第48号　平成26年度美郷町一般会計補正予算（第11号）

請願第 1号 「特定秘密の保護に関する法律の廃止を求める意見書」の
 提出を求める請願

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

●

●

議案名
議員名

甲
斐
秀
徳

小
田
照
男

小
路
文
喜

園
田
義
彦

新
玉
卓
教

甲
斐
勲
一

森
田
久
寛

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重

　

平
成
27
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
４
日
～
18
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
等
60
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成27年度  予 算 概 要



5 445

【
問
】
常
備
消
防
を
持
た
な
い
本
町
で
は

消
防
団
は
地
域
の
唯
一
の
防
災
機
関
で

あ
る
が
、
過
疎
高
齢
化
等
で
団
員
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。
安
心
安
全
な
町

づ
く
り
の
た
め
に
消
防
防
災
力
の
強

化
、
特
に
消
防
団
員
の
確
保
は
緊
急
を

要
す
る
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

①
消
防
団
員
の
確
保
に
ど
う
い
っ
た
方

策
を
と
ら
れ
て
い
る
か
。

【
答
】
消
防
団
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た

め
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
団
員
の

八
割
は
雇
用
者
で
事
業
主
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一
層
努
力
し
て

い
き
た
い
。

②
消
防
団
に
加
入
し
て
い
な
い
者
へ
の

対
策
（
勧
誘
）
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

【
答
】
各
部
長
を
中
心
に
勧
誘
し
て
い
る

が
、
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
地

域
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
加
入
促

進
に
努
め
る
。

③
団
員
の
確
保
が
困
難
な
中
で
女
性
消

防
団
の
創
設
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

【
答
】
消
防
団
の
活
動
の
多
様
化
で
女
性

【
問
】
平
成
二
十
六
年
第
三
回
定
例
議
会

の
一
般
質
問
に
て
、
小
水
力
発
電
建
設

に
つ
い
て
伺
っ
た
時
、
答
弁
で
県
企
業

局
の
水
量
調
査
後
検
討
課
題
と
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
ど

う
か
。
ま
た
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
調
査
結
果
か
ら
工
事
費
が
多
大
で

あ
り
、
費
用
採
算
が
十
九
年
に
及
ぶ
の

で
小
水
力
発
電
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
当
初
予
算
に
つ
い
て

①
平
成
二
十
七
年
度
当
初
予
算
の
歳
入

に
占
め
る
地
方
交
付
税
額
は
平
成

二
十
六
年
度
に
比
し
て
増
額
か
減
額
な

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
見
込
み
に
つ
い

て
伺
う
。

【
答
】
平
成
二
十
七
年
度
は
平
成
二
十
六

年
度
に
比
べ
て
七
十
四
万
円
の
減
額
で

あ
る
。
一
般
財
源
と
し
て
の
税
収
を
伸

ば
す
た
め
に
、
人
口
定
住
化
と
農
林
業

等
の
振
興
に
努
め
、
町
民
の
所
得
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

②
交
付
税
増
額
の
た
め
作
業
道
を
町
道

に
編
入
で
き
な
い
か
。

【
答
】
作
業
道
と
町
道
で
は
性
格
が
違
う

の
で
、
町
道
と
し
て
認
定
が
必
要
か
ど

う
か
、
現
地
を
見
な
が
ら
担
当
課
と
協

議
を
す
る
。

③
当
初
予
算
で
安
定
的
経
営
の
た
め
の

支
援
は
ど
の
よ
う
な
予
算
編
成
か
。

【
答
】
施
政
方
針
で
述
べ
た
と
お
り
の
指

針
に
基
づ
き
予
算
配
分
を
行
っ
た
。
米

の
流
通
対
策
は
沖
縄
へ
の
販
路
を
視
野

に
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

【
問
】
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

①
現
在
の
敷
地
に
建
設
す
る
の
か
。
ま

た
、
構
造
は
何
階
建
て
か
。

【
答
】
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
て
、
町
民
の
利
便
性
を
配
慮
し
た
建

物
と
し
た
い
。

②
新
庁
舎
に
役
場
各
課
す
べ
て
集
め
る

の
か
。

【
答
】
で
き
る
だ
け
一
箇
所
に
集
め
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

③
議
会
棟
の
課
題
に
つ
い
て
、
ど
う
判

断
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム

は
し
な
い
の
か
。

【
答
】
庁
舎
建
設
が
始
ま
る
と
共
に
設
計

業
者
も
決
定
す
る
の
で
、
設
計
事
務
所

に
専
門
的
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
議

場
棟
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
も
考
え
ら
れ
る
。

新玉　卓教  議員

小田　照男  議員

乾
椎
茸
品
評
会
の
対
策
と
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
つ
い
て

施
工
出
来
る
様
に
努
め
る
。

【
問
】
国
の
地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て

地
方
創
生
事
業
に
対
し
、
町
は
ど
の
様

な
計
画
を
た
て
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の

程
度
の
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
。

【
答
】
町
本
部
を
設
置
し
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
好
循
環
を
確
立
し
計
画
実
行

す
る
。

【
問
】
乾
椎
茸
品
評
会
に
つ
い
て
、
本
町

は
他
の
町
村
に
比
較
す
る
と
成
績
に
差

が
あ
り
す
ぎ
る
と
思
う
が
、
そ
の
原
因

に
つ
い
て
、
ま
た
、
品
評
会
の
出
品
物

を
作
る
こ
と
が
椎
茸
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
品
評
会
に
出
品
す
る
品
物
を
作
る

こ
と
が
美
郷
町
の
乾
椎
茸
ブ
ラ
ン
ド
化

に
繋
が
る
と
思
う
。
平
成
二
十
六
年
度

の
品
評
会
の
状
況
を
見
て
も
団
体
優
勝

の
椎
葉
村
、
二
位
の
五
ヶ
瀬
町
、
三
位

の
諸
塚
村
に
比
較
す
る
と
本
町
は
出
品

点
数
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
、
合
併

前
に
旧
西
郷
村
が
平
成
元
年
、
二
年
に

連
続
優
勝
し
た
実
績
が
あ
り
、
今
後
、

経
験
豊
か
な
生
産
者
の
意
見
を
参
考
に

し
、
意
欲
の
あ
る
若
手
の
生
産
者
の
育

成
を
図
り
、
品
評
会
で
入
賞
で
き
る
よ

う
推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

【
問
】
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
（
侵
入
防
止
柵
）

本
町
の
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
と
残
り

要
望
箇
所
の
距
離
、
ま
た
、
今
後
の
課

題
と
問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
三
年

度
、
十
三
地
区
で
六
・
三
キ
ロ
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
、
十
二

地
区
で
二
十
六
・
二
キ
ロ
、
今
年
度
六
十

地
区
で
百
三
十
一
・
二
キ
ロ
、
合
計

八
十
五
地
区
で
約
百
六
十
三
・
七
キ
ロ

の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
全

国
的
に
要
望
が
多
く
一
市
町
村
単
位
で

の
協
議
会
で
は
国
か
ら
の
予
算
の
配
分

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
県
の
指
導
を
受

け
て
平
成
二
十
四
年
度
に
美
郷
町
、
椎

葉
村
、
諸
塚
村
の
一
町
二
村
で
東
臼
杵

西
部
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設

立
し
、
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

申
請
希
望
の
農
家
に
関
し
て
は
、
全
部

設
置
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
フ
ェ

ン
ス
周
辺
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
安
全

面
に
十
分
注
意
し
て
作
業
を
行
う
よ
う

指
導
し
た
い
。

【
問
】
南
郷
・
西
郷
に
は
ダ
ム
と
発
電
所

が
あ
る
。
町
の
大
き
な
財
源
で
あ
る
反

面
、
魚
道
等
河
川
の
管
理
に
も
、
永
年

に
わ
た
り
良
き
結
論
を
み
て
い
な
い
。

今
後
、
被
災
が
想
定
さ
れ
る
関
係
地
域

へ
の
整
備
等
に
対
し
て
助
成
事
業
は
で

き
な
い
か
。

【
答
】
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
整
備
を

行
う
。

【
問
】
獣
害
被
害
対
策
に
つ
い
て

①
近
年
、
金
網
柵
が
主
流
に
な
っ
て
、

各
地
区
で
施
工
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
を
含
め
て
の
継
続
性
と
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
金
網
柵
は
、
有
効
で
あ
り
要
望
の

あ
る
限
り
国
の
事
業
を
活
用
し
て
実
施

す
る
。

②
事
業
の
決
定
及
び
施
工
完
了
日
が
、

年
度
末
に
集
中
し
、
工
期
的
に
厳
し
い

集
落
も
あ
る
。
今
後
の
事
業
は
、
水
稲

収
穫
後
以
降
を
目
途
に
設
置
出
来
る
様

に
で
き
な
い
か
。

【
答
】
国
の
事
業
で
あ
る
が
、
早
期
搬
入

団
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
方
に
理
解
を
得
る
た
め
、
各
分
団

ご
と
に
説
明
会
を
開
く
等
加
入
促
進
に

努
め
る
。

【
問
】
林
業
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

①
大
手
製
材
業
者
の
日
向
市
進
出
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働
等
で
Ａ

材
か
ら
端
材
に
至
る
ま
で
木
材
の
需
要

は
大
幅
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
今
後
町
内
の
木
材
の
伐
出
が
進
む

と
思
う
。
一
方
後
継
者
不
足
で
多
く
の

林
家
は
林
業
事
業
体
（
森
林
組
合
・
民

間
事
業
者
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

が
、
こ
れ
ら
の
事
業
体
は
、
そ
れ
ら
に

対
応
で
き
る
労
働
力
の
確
保
が
求
め
ら

れ
る
。
つ
ま
り
「
林
業
担
い
手
対
策
」

の
た
め
森
林
組
合
だ
け
対
象
に
し
て
い

る
社
会
保
険
等
整
備
事
業
補
助
金
を
民

間
事
業
者
ま
で
拡
大
す
べ
き
と
思
う
が
。

【
答
】
今
後
、
認
定
事
業
体
と
の
協
議
や

県
と
の
調
整
を
図
り
、
町
の
負
担
も
考

慮
し
て
、
な
る
べ
く
早
く
実
施
で
き
る

よ
う
に
検
討
す
る
。

②
森
林
組
合
作
業
班
、
民
間
事
業
者
を

含
め
て
若
者
の
就
業
が
増
え
て
い
る
。

若
者
が
魅
力
を
持
ち
、
励
み
と
な
る
仕

事
場
づ
く
り
に
林
業
事
業
体
と
連
携
し

て
、賞
与
制
度
（
年
末
一
時
金
の
支
給
）

を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
担
い
手
対
策
の
一
環
と
し
て
認
識

し
て
お
り
、
内
部
で
検
討
し
、
早
目
に

結
論
を
出
し
た
い
。

小
水
力
発
電
建
設
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

富井　裕瑞  議員

ダ
ム
・
発
電
所
に
つ
い
て

森田　久寛  議員
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の
で
、
未
設
置
の
箇
所
は
ど
ん
ど
ん
要

望
し
て
い
た
だ
き
、
国
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。
運
転
者
も
十

分
注
意
し
て
通
行
す
る
し
か
手
立
て
は

な
い
が
、
出
来
る
こ
と
は
行
い
た
い
。

サ
ル
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
る
の

で
、
捕
獲
補
助
金
を
五
万
円
に
増
額
し

た
。
ま
た
サ
ル
捕
獲
専
門
班
を
設
置
す

る
。

③
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

北
郷
も
今
年
か
ら
小
中
一
貫
教
育
が
始

ま
り
、
残
す
は
西
郷
の
み
で
あ
る
が
、

従
来
ど
お
り
施
設
連
携
型
で
い
く
の
か
。

【
答
】
西
郷
の
幼
小
中
の
関
係
者
が
検
討

会
を
発
足
さ
せ
て
施
設
一
体
型
の
教
育

の
協
議
を
始
め
、
検
討
を
重
ね
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
そ
の
検
討
結
果
を

静
観
し
た
い
。
重
点
政
策
の
中
で
学
校

教
育
の
充
実
を
掲
げ
、
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
を
謳
っ
て
い
る
。

④
農
業
に
つ
い
て

農
協
改
革
も
始
ま
り
、米
価
格
の
暴
落
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
、
先
の
見
え
な
い
農
業

で
あ
る
。
今
後
町
と
し
て
の
舵
取
り
は

ど
の
様
に
す
る
の
か
。

【
答
】
制
度
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、
農

家
の
所
得
安
定
と
担
い
手
対
策
強
化
も

図
り
、総
合
計
画
書
に
沿
っ
て
進
め
る
。

【
問
】
町
民
の
負
担
感
が
強
い
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
は
一
世
帯
一
万
円
の

引
き
下
げ
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
答
】
町
民
の
負
担
感
は
認
識
を
し
て
い

る
。
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
方
向
で
検

討
し
た
い
。

【
問
】
合
併
の
関
係
で
、
来
年
度
よ
り
地

方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
。
美
郷
町
の

将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
が
必
要
と

考
え
る
。

【
答
】
基
本
的
に
は
長
期
財
政
計
画
に

沿
っ
て
財
政
運
営
を
行
う
。

【
問
】
森
林
保
全
、
技
術
継
承
等
や
人
口

対
策
の
観
点
か
ら
、
林
業
労
働
者
確
保

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
全
体
的
な
協
議
の
中
で
十
分
検
討

を
進
め
る
。

【
問
】「
足
湯
」
設
置
は
観
光
対
策
の
一

つ
と
し
て
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
設
置
は
管
理
も
あ
り
困
難
で
あ

る
。

①
林
業
問
題
に
つ
い
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
木
材
の
輸
出

等
今
後
ま
す
ま
す
林
業
が
勢
い
づ
く
の

で
は
な
い
か
。
今
後
林
業
作
業
者
、
再

造
林
す
る
た
め
の
杉
苗
も
不
足
す
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
事
を
ど
の
様
に
考

え
る
か
。

【
答
】
担
い
手
対
策
が
急
が
れ
る
今
、
緑

の
青
年
就
業
支
援
事
業
を
活
用
し
、
県

の
事
業
へ
の
上
乗
せ
も
検
討
し
て
い

る
。
県
内
苗
生
産
業
者
へ
生
産
委
託

し
、
苗
木
を
確
保
、
ま
た
、
町
と
し
て

は
苗
木
部
会
、
森
林
組
合
と
連
携
し
苗

不
足
に
対
処
し
て
行
き
た
い
。

②
鳥
獣
害
に
つ
い
て

獣
害
防
止
フ
ェ
ン
ス
設
置
が
進
む
一

方
、
未
設
置
箇
所
は
獣
害
が
多
発
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
ど
の
様
に
対
処
す
る
の

か
。
ま
た
行
き
場
を
無
く
し
た
獣
と
車

の
接
触
事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
そ

の
防
止
策
と
サ
ル
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
こ
れ
は
国
の
事
業
で
行
っ
て
い
る

①
政
府
は
地
方
創
生
に
つ
い
て
、「
日
本

の
創
生
」
は
「
地
方
創
生
」
な
く
し
て

出
来
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
力
強
く
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
方
創
生
に
つ
い

て
、「
人
的
支
援
」
が
大
き
く
報
道
さ
れ

て
お
り
、
町
長
の
補
佐
役
に
つ
い
て
も

国
が
支
援
を
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。「
人
的
支
援
」
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
方
を
伺
う
。

【
答
】
今
の
と
こ
ろ
国
へ
の
人
的
支
援
の

要
望
は
考
え
て
い
な
い
。
作
業
部
会
の

中
で
戦
略
を
練
り
な
が
ら
、
今
後
の
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

②
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
、
有
識
者

を
含
め
、
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
既
に
町
の
本
部
を
設
立
し
て
い

る
。
町
民
の
意
見
を
拝
聴
し
つ
つ
、
作

業
部
会
で
戦
略
を
練
り
上
げ
、
政
策
を

打
ち
出
し
て
い
き
た
い
。
特
別
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
考
え
方
に
お
任

せ
し
た
い
。

黒田　仁志  議員

国
民
健
康
保
険
制
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も
議
会
に
つ
い
て

農
林
業
政
策
に
つ
い
て
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①
昨
年
十
二
月
に
子
ど
も
議
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
生
徒
た
ち
の
提
言
に
つ
い

て
率
直
な
感
想
を
伺
い
た
い
。

【
答
】（
町
長
）
子
ど
も
た
ち
な
り
に
よ

く
考
え
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

【
答
】（
教
育
長
）
子
ど
も
た
ち
の
故
郷

を
愛
す
る
気
持
ち
に
あ
ふ
れ
た
声
を
聞

き
美
郷
科
教
育
の
効
果
を
感
じ
た
。

①
美
郷
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
。
二
十
七
年
度

の
施
政
方
針
の
中
に
農
林
業
の
振
興
策

と
し
て
六
項
目
に
わ
た
り
掲
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
農
林
産
物
生
産
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
。

【
答
】
美
郷
町
総
合
計
画
の
中
の
主
要

二
十
二
品
目
中
、
六
品
目
に
つ
い
て
は

計
画
年
次
で
あ
る
二
十
八
年
度
中
に
目

標
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
中
で

も
栗
、
シ
キ
ミ
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い

て
は
順
調
に
生
産
拡
大
が
図
ら
れ
て
い

る
が
、
他
の
品
目
に
つ
い
て
は
高
齢
化

に
伴
う
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
生
産
拡

大
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

問
題
解
決
が
農
業
振
興
の
一
番
の
課
題

と
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
農
産
物
の
販
売
方
法
に
も
っ
と
目
を

向
け
、
新
し
い
発
想
で
情
報
を
収
集

し
、
美
郷
町
発
の
取
り
組
み
と
、
そ
の

成
功
例
を
生
み
出
す
努
力
が
必
要
と
考

え
る
。

【
答
】
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、今
後
、し
っ

②
中
に
は
実
現
可
能
な
も
の
や
、
彼
ら

の
視
線
だ
か
ら
気
づ
く
も
の
も
あ
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
事
例
へ
の
今
後
の
対

応
を
伺
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

【
答
】（
町
長
）
一
住
民
の
意
見
と
し
て

真
摯
に
捉
え
参
考
と
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

【
問
】
本
町
の
農
業
振
興
策
と
産
品
の
販

売
に
つ
い
て

①
美
郷
町
農
林
業
担
い
手
事
業
交
付
金

条
例
の
廃
止
や
美
郷
ノ
蔵
の
状
況
を
踏

ま
え
、
今
後
町
長
は
本
町
の
農
業
政
策

を
ど
う
進
め
て
い
く
つ
も
り
か
。

【
答
】
ま
ず
は
農
家
の
経
営
安
定
政
策
と

し
て
国
県
の
事
業
に
取
り
組
む
。
ま
た

美
郷
ノ
蔵
の
組
織
の
立
て
直
し
を
図
る
。

②
本
町
の
六
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。　

　
　
　

【
答
】
現
在
活
動
休
止
中
で
あ
る
。

③
今
後
ど
の
よ
う
に
農
林
産
品
を
販
売

し
て
い
く
つ
も
り
か
。

【
答
】
栗
処
西
郷
や
鬼
神
グ
ル
ー
プ
な
ど

現
在
あ
る
加
工
場
や
加
工
グ
ル
ー
プ
の

育
成
を
考
え
て
い
る
。
販
売
担
当
の
活

動
を
中
心
に
県
内
外
へ
の
売
り
込
み
を

図
っ
て
い
く
。

【
問
】
簡
易
水
道
の
整
備
状
況
と
今
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画
に
つ
い
て

簡
易
水
道
に
は
老
朽
化
し
て
い
る
区
間

も
あ
る
と
聞
く
。
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
計
画
を
伺
う
。

【
答
】
計
画
的
に
補
修
を
進
め
て
い
る
。

老
朽
化
し
て
い
る
箇
所
は
試
掘
す
る
な

ど
の
調
査
を
行
い
検
討
し
て
い
く
。

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
近
年
、
椎
茸
価
格
が
低
迷
し
て
お

り
、
新
規
の
作
物
と
し
て
ヒ
サ
カ
キ
な

ど
に
シ
フ
ト
を
検
討
し
て
い
る
生
産
者

が
あ
る
が
、
将
来
的
に
美
郷
町
総
合
計

画
に
定
め
た
作
物
に
指
定
し
て
頂
く
こ

と
を
前
提
に
、
積
極
的
な
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

【
答
】
椎
茸
は
町
に
と
っ
て
も
一
億
円
産

業
で
も
あ
り
、
必
ず
持
ち
直
す
と
期
待

し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

ヒ
サ
カ
キ
に
つ
い
て
は
生
産
者
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
町
と
し
て
も

二
十
七
年
度
に
展
示
圃
を
設
け
て
支
援

す
る
。
榊
に
つ
い
て
は
目
標
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
行
政
と
し
て

意
欲
を
削
が
な
い
範
囲
で
支
援
す
べ
き

と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

く
。

【
問
】
六
次
産
業
の
推
進
に
つ
い
て

町
内
に
は
農
産
加
工
を
手
掛
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
多
々
あ
り
、
加
工
施
設
も

充
実
し
た
も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
農
産
加
工
施
設
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

【
答
】
農
産
物
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
町

が
目
的
を
持
っ
て
設
置
し
た
加
工
場
で

あ
る
が
、
現
在
、
ほ
ぼ
全
般
的
に
活
動

し
て
い
る
。
休
止
中
の
梅
加
工
施
設
に

つ
い
て
も
一
般
公
募
を
し
て
い
く
。

【
問
】
企
業
誘
致
に
つ
い
て

海
外
進
出
を
図
っ
て
い
る
企
業
に
も
円

安
効
果
に
よ
り
国
内
回
帰
の
動
き
も
あ

る
が
、
企
業
誘
致
は
大
変
重
要
と
考
え

尾上　忠保  議員

甲斐　秀徳  議員

地
方
創
生
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て

就
任
後
二
年
目
の
政
策
に
つ

い
て

平成26年12月開催子ども議会

那須　富重  議員
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《所管事務調査》
■ 総務常任委員会
　１．調査日　　　平成２７年１月１３日（火）～１４日（水）
　２．調査の場所　高知県四万十町
　３．�調査の目的　第三セクター「株式会社 四万十ドラマ」

の状況について
　　　�平成６年に四万十流域の３町村の出資により設立さ

れ、平成１１年には補助金なしで黒字化を達成、「道
の駅とおわ」の運営や体験型観光ネット販売等を手掛
け、着実に収益を伸ばしている。

■ 産業建設常任委員会
　１．調査日　　　平成２７年１月３０日（金）
　２．調査の場所　�耳川広域森林組合美郷支所・町有林主伐

跡地
　３．調査の目的　�町有林の主伐に係る町と森林組合との長

期施業委託契約について、木質バイオマ
ス発電について、林業担い手対策につい
て

　　　�主伐跡地（西郷宇津神）の現地を調査し、森林組合及
び施業した作業班長からの説明並びに木質バイオマス
発電の今後の事業展開（現在の概況）等について説明
を受け、意見交換を行った。

《平成 27 年度予算等審議特別委員会》
　３月定例会会期中９日～１６日までの５日間、本委員会を
開催して、副町長以下、各課長、各支所長、担当係員の出席
を求め説明を受けた後、審議を行い、慎重に審査を行った。

■ 現地調査
　①農業基盤整備促進事業用水路整備
　　（北郷 /池の原）
　②八峡辺地総合整備事業
　　（西郷 /町道和田・上八峡線）
　③道路橋梁災害復旧事業
　　（西郷 /町道尾迫・日ヶ隠線）
　④田代小学校
　　（施設修繕・屋内運動場屋根改修）
　⑤南郷温泉
　　（太陽光発電システム整備工事）
　⑥中山間地域総合整備事業
　　（南郷 /無田地区・舗装）
　⑦急傾斜地対策事業
　　（南郷 /長堀地区）

総務常任委員会事務調査

産業建設常任委員会事務調査

田代小学校

て
い
る
。
現
在
の
情
報
収
集
活
動
の
実

態
と
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
企
業
誘
致
は
担
当
課
を
含
め
、
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
地
方
創
生
に
つ
い
て

地
方
創
生
の
た
め
に
政
府
は
人
材
派
遣

も
す
る
と
し
て
い
る
。
地
方
交
付
税
も

打
ち
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
中

央
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
作
っ
て
中
央
に

声
を
届
け
る
た
め
に
も
、
そ
れ
が
出
来

る
人
材
の
確
保
が
重
要
と
考
え
る
。

【
答
】
作
業
部
会
の
中
で
し
っ
か
り
と
検

討
し
て
い
く
。

①
農
産
物
加
工
施
設
は
食
生
活
改
善
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
た
セ
ン
タ
ー
調
理
室
と
の

一
体
的
利
用
は
図
れ
な
い
か
。

【
答
】
当
施
設
は
婦
人
グ
ル
ー
プ
を
中
心

に
農
産
加
工
の
利
用
が
高
い
。
美
郷
ト

【
答
】
第
六
次
介
護
保
険
事
業
計
画
三
ヶ

年
計
画
を
実
行
性
の
あ
る
も
の
と
し
て

具
体
的
に
進
め
て
い
く
。
平
成
二
十
九

年
度
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

十
二
床
増
床
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

る
。

ン
ネ
ル
の
開
通
で
更
に
利
用
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
施
設
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
調
理
室
の
活
用
を
考
え
て
い
き
た

い
。

②
加
工
施
設
は
老
朽
化
し
て
い
る
。
補

修
の
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
味
噌
加

工
作
業
負
担
軽
減
の
た
め
、
攪
拌
機
の

導
入
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
そ
の
よ
う
な
要
望
も
含
め
、
調
査

し
な
が
ら
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

【
問
】
水
道
行
政
に
つ
い
て

①
峰
簡
易
水
道
排
水
池
、
浄
水
場
は
か

な
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
整
備
計

画
を
伺
う
。

【
答
】
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
整
備
計
画

は
な
い
が
、
突
発
的
な
断
水
を
防
止
す

る
た
め
、
水
位
低
下
通
報
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
。

②
簡
易
水
道
施
設
の
集
中
管
理
か
ら
広

域
水
道
再
編
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い

か
。

【
答
】
国
県
の
有
利
な
情
報
収
集
に
努

め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
小
規
模
水
道
地
区
の
水
源
確
保
の
た

め
の
工
事
は
補
助
基
準
を
大
幅
に
超
え

る
場
合
が
あ
る
。
現
行
補
助
基
準
を
見

直
し
、
渇
水
対
策
を
支
援
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】
水
源
確
保
は
重
要
で
あ
る
。
負
担

軽
減
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

【
問
】
介
護
保
険
の
動
向
と
施
設
入
所
待

機
者
対
策
に
つ
い
て

①
今
後
の
要
介
護
者
対
策
と
入
所
自
宅

待
機
者
解
消
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

②
中
心
的
役
割
を
担
う
社
会
福
祉
協
議

会
の
体
質
強
化
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
社
協
は
計
画
の
実
現
に
向
け
て
重

要
な
組
織
で
あ
る
。
従
来
に
引
き
続

き
、
人
材
を
含
め
た
運
営
支
援
に
つ
い

て
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

農
産
物
処
理
加
工
施
設

（
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
）
の

拡
充
に
つ
い
て

甲斐　勲一  議員
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突
然
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
も
の

が
美
郷
の
地
に
起
き
た
ら
皆
さ
ん
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
で
し
ょ
う
か
…
。

　
幸
い
に
し
て
地
震
が
少
な
い
地
で
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
幸
福
に
思
い
、
被
災
地

の
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
三
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
第
一
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
は
一

年
間
の
収
支
の
見
積
り
で
あ
り
、
町
民
に

対
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
公
租
公
課
を
義
務

付
け
、
ど
ん
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

か
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
直
接
、
町

民
の
生
活
を
左
右
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
審
議
す
る
議
会
議
員
と
し
て
し
っ

か
り
と
そ
の
職
責
を
全
う
す
べ
く
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
合
併
し
て
早
い
も
の
で
十
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
が
、
議
員
の
質
問
も
町
全
体

の
問
題
や
各
地
域
の
問
題
等
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
各
地
区
の
皆
さ
ん
の
一
体
感
が
図

ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
三
月
の
定
例
議
会
は
、
二
十
七
年
度
当

初
予
算
を
決
め
る
大
切
な
議
会
で
し
た
。

議
会
傍
聴
に
は
二
十
二
名
の
方
に
お
出
で

頂
き
ま
し
た
。

　
六
月
議
会
に
は
更
に
多
く
の
皆
様
に
傍

聴
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
町
行
政
を
心
眼

で
見
守
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　
委
員
長
：
黒
田
　
仁
志

　
　
　
副
委
員
長
：
森
田
　
久
寛

　
　
　
委
　
　
員
：
那
須
　
富
重

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
秀
徳

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
　
栄

＝ 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

＝

１月
　１日／南郷温泉初商
　３日／美郷町成人証書授与式
　５日／美郷町消防出初め式
　６日／新年挨拶まわり（県本庁・出先機関等～７日）
　９日／南郷商工会新春懇談会
１１日／第５回宮崎県市町村対抗駅伝大会・開会式（～１２日）
１３日／総務常任委員会所管事務調査（～１４日）
２１日／例月現金出納検査
２８日／時局講演会
２９日／東臼杵郡町村監査委員研修（～３０日）
３０日／産業建設常任委員会所管事務調査

２月
　２日／東九州新幹線鉄道シンポジウム
　３日／国道３８８号整備促進要望活動現地調査
　５日／県北部広域行政事務組合議会
　９日／日向東臼杵広域連合議会運営委員会
１１日／門川町制施行８０周年記念行事
１２日／県町村監査委員協議会第５６回定期総会・研修会
１５日／黒木小学校閉校式
１６日／入郷地区衛生組合議会 /日向東臼杵広域連合議会
１９日／国保運営協議会 /県町村議会議長会第６６回定期総会
２１日／北郷小学校閉校式
２２日／第１８回ロードレースｉｎ百済の里
２３日／例月現金出納検査
２４日／日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会研修会
　　　　美郷町合同金婚祝賀会
２５日／議会運営委員会・全員協議会
２６日／成年後見制度フォーラム

３月
　１日／災害ボランティアセンター運営実施訓練
　２日／東臼杵郡町村議会議長会定期総会
　４日／第１回定例会（～１８日）
　７日／耳川諸塚中心部水防災事業竣工式
１７日／町内中学校・美郷南学園卒業式
２３日／例月現金出納検査
２４日／町内幼稚園卒園式
２５日／町内小学校卒業式
３１日／西郷地区戦没者追悼式
　　　／議会広報特別委員会

時局講演会

日向市・東臼杵郡議員研修会

産業建設常任委員会現地調査（西郷宇津神）

第１回定例会現地調査（町道尾迫・日ヶ隠線）


